
［成果情報名］長崎県の茶園に発生するクワシロカイガラムシの天敵種と薬剤の影響

［要約］長崎県の茶園では、チビトビコバチ、サルメンツヤコバチ（仮称）などのクワシ

ロカイガラムシの天敵種が見られる。サルメンツヤコバチ（仮称）はＤＭＴＰ乳剤の影響

が大きく、ブプロフェジン水和剤の影響は小さい。
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［背景・ねらい］

クワシロカイガラムシは、チャの樹冠内部の枝に介殻をかぶって寄生するため、防除適

期がつかみにくい。また、散布薬液も虫体に届きにくいことから、チャの難防除害虫とな

っている。本種の防除を効率化するためには、防除適期の把握、薬剤散布法の改善、天敵

の利用など効果的な防除技術を開発し、茶業経営の低コスト化を図り、環境保全に寄与す

る必要がある。

そこで、クワシロカイガラムシの天敵類の発生消長を明らかにする。さらに、一部の薬

剤について、その影響を調査する。

［成果の内容・特徴］

１．長崎県の茶園におけるクワシロカイガラムシの天敵種は、主にチビトビコバチとサル

メンツヤコバチ（仮称）である（図１、表１）。

２．サルメンツヤコバチ（仮称）は、クワシロカイガラムシ防除薬剤であるＤＭＴＰ乳剤

の影響が大きく、ブプロフェジン水和剤の影響は小さい。また、他害虫防除に使用する

クロルフェナピル水和剤の影響が大きい（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．天敵類に影響の少ない農薬散布時期、散布薬剤の選択など、天敵を保護する防除法を

検討する際に活用できる。

２．東彼杵茶業支場内（標高380～400ｍ）での慣行防除園における調査結果であり、地域

によって天敵種が異なると考えられるので別途調査の必要がある。



［具体的データ］

注）粘着トラップ１枚（200平方センチメートル）当たり捕獲数（2002、2003年の平均）

表１ クワシロカイガラムシ天敵の年間捕獲数（粘着トラップ１枚当たり頭数）

チビトビコバチ サルメンツヤコバチ（仮称） タマバエ類

2002年 200.4 184.0 44.3

2003年 293.6 236.9 69.0

平 均 247.0 210.5 56.7

表２ 処理枝接触法によるサルメンツヤコバチ（仮称）の薬剤から受ける影響

供試寄生蜂 供試薬剤 試験 反復 放虫数 24時間後 24時間後 死虫率
開始日 生存虫数 死亡虫数 （％）

Ⅰ 7 0 7
サルメン DMTP 6/ 6 Ⅱ 9 0 9
ツヤコバチ 乳剤 Ⅲ 14 0 14

（仮称） 1,000倍 平均 10.0 0.0 10.0 100.0

Ⅰ 12 0 12
サルメン ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ 6/ 6 Ⅱ 9 3 6
ツヤコバチ 水和剤 Ⅲ 10 2 8

（仮称） 2,000倍 平均 10.3 1.7 8.7 84.5

Ⅰ 7 6 1
サルメン ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ 6/ 6 Ⅱ 10 10 0
ツヤコバチ 水和剤 Ⅲ 11 11 0

（仮称） 1,000倍 平均 9.3 9.0 0.3 3.2

［その他］
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図１　クワシロカイガラムシ天敵類の発生消長
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